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教授(アドバイザー教員)）を受講した 2 名でチームを結成し、DNA を用いた革命的分子アクチュエ
ータの創成に挑戦してみたいと思った。今回、10 月にサンフランシスコで開催される国際生体分子
ロボットコンテスト BIOMOD という国際大会に大阪大学代表として出場する。BIOMOD とは 



























今回作成する構造体は全体として streptavidin-biotin によって inner-tube と outer-tube という二層
の tube に loop 部分と magnet bead が繋がって成り立っており、全体像としてちょうど蛇取り器のよ
うな形をしている。これに磁場をかけると、magnet bead が引っ張られ、それによって loop 部分が連
動して動き、対象物が loop と tube の間に挟まるように設計されている。膨張伸縮機能はこの運動に














2. シミュレーションを元に考案した構造体は magnet 部分を除いて作成することができるのだが、
壊れにくくするためにアニリングという構造体を熱する作業を施すのだが、この時の最適温度、時間、
MgCl2 の濃度を電気泳動によりどれだけうまく合成されたかの度合いによって求める。 
3. magnet bead の接続を確認するために構造体のみ、magnet bead+構造体の二つに分けて電気泳動
を行い、差が出れば接続を認めたこととする。 
4. inner-tube とガラス板に biotin を施し、ここに avidin を投入することにより avidin-biotin 結合
をさせ、ガラス板と構造体をくっつける。ここに磁場をかけることにより構造体が目的の動きをする。
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2 番からそれぞれ MgCl2 の濃度は 5μM、10μM、15μ
M、20μM で電気泳動を行った。(１番は DNAmarker
と呼ばれる DNA の電気泳動の指標となるものである) 






2 番から 5 番は MgCl2 が 10μM、6 番から 9 番は



















4-3.magnet bead と構造体の接続 
 
A、B、C はそれぞれ構造体のみ、A1、B1、C1 は構造体+magnet bead を電気泳動したものである。
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